
WL-2250

FEUの連結で

複数地点のデータ

処理が可能

既存の

気象観測機器

にも利用可能

小型・軽量

省電力、多様な

信号出力に対応

気象観測用データロガー

温度計、湿度計、風向風速計、気圧計、雨量計

日射計、日照計、蒸発計、水位計、流量計、積雪深計

騒音計、振動計、臭気計､Webカメラ など

デジタル信号出力機器は、FEUを介さず直接データロ

ガーに接続可能

・ノイズ混入による観測誤差が低減

・配線工事が容易(信号ケーブルは１本に集約）

・データロガーとFEU間はUTPケーブルを使用し

約500mまで延長可能

・FEUを連結することにより1台のデータロガーで

複数地点の気象観測が可能

※気象観測現場において、雷サージ被害は対策を講じて

いてもに完全に防ぐことはできません。しかし、ハード

を切り離すことで、故障箇所の特定がしやすくなり、

機器交換の際もコスト的なメリットがあります。

処理間隔：1秒値、1分値、 10分値

処理項目：瞬間値、平均値、最大・最小値、

起時積算値、標準偏差 など

・気象観測表示ソフトウェア

リアルタイム表示、帳票表示、CSV出力、印刷機能等

・データ監視等デジタル出力対応

・既存システムとの接続

本機は、気象観測現場において対策が必須とな

るノイズやサージを防ぐために気象観測機器と

の接続部を切り離した画期的な気象観測用デー

タロガーです。本機から切り離された接続部

FEU(フロントエンドユニット)は、要所が電気

的に絶縁されていて、気象観測機器の出力信号

を速やかにデジタル信号に変換します。

本機はFEUから伝送されたデータの統計処理を

行い、ネットワークを介してPC等にデータ転

送します。統計処理を自在にカスタマイズでき

ることも本機の特長の一つです。

データロガーからPC等へのデータ伝送方式：

FTP（PUT） または E-mail

通信方法：有線LAN、無線LAN、携帯電話網など

データ形式：バイナリ

転送時間短縮のため、バイナリ形式で転送しますが

PCでテキスト変換が可能です。

データロガーWL-2250

FEU（フロントエンドユニット）

接続可能な気象観測機器 統計処理機能

伝送方式・通信方法・データ形式

オプション機能

本機の特長
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※仕様は予告なく変更される場合があります
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データロガーWL-2250 FEU（フロントエンドユニット）

前面

背面

前面 側面

監視専用画面 パソコンなど

※専用ソフト表示例（左：観測状況 右：帳票）

データロガー

VGA

LAN

UTPケーブル
FEU

屋外収納
BOX

屋内

端
子
台

構 成 例

信号入力

気象情報通信株式会社

〒170-0013東京都豊島区東池袋3-11-5 佐久間ビル4F

TEL：03-5958-8210 / FAX：03-5958-8230

Email：sales@wics.co.jp
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